
河川水辺の国勢調査における植生図凡例の統一について
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全国の主要河川において河川水辺の国勢調査（植物調査）の結果により作成される植生図は、河川環境の整
備と保全を検討するにあたって河川環境情報図の基図となるなど、河川環境の基礎的情報として非常に重要な
ものとなっている。
本報告は、過去においては相観（植物群落の様相、外観）および優占種によって凡例が決められ同じ群落に

複数の名称が与えられるなど統一性がなく混乱の基となっていた河川植生図の凡例について、群落組成に基づ
いて適正な統一を図るための検討を行った過程と成果をとりまとめたものである。
検討は、平成１３年度・１４年度に行い、この結果、３８０の群落等が区分された。この成果は、平成１３年度の河

川水辺の国勢調査の植物調査から、入出力システムに搭載して適用し始め、全国の河川で統一凡例により植生
図が作成されている。平成１４年度でこれらの検討が終了したのでここにその成果を報告する。
キーワード：河川水辺の国勢調査、植物調査、植生図、群落組成調査、凡例、統一、植物群落、群落区分、群

落単位、基本分類

Vegetation maps prepared through the National Census on River Environments (plant survey) are very

important fundamental information on the river environment because they are used, for example, as base

maps for river environment information maps used to plan the improvement and conservation of the river

environment.

In the past surveys, legends for river vegetation maps were determined according to physiognomy and

dominant species, so that the same plant communities were given two or more names. This report describes

the process and result of a study conducted to standardize legends for plant community types.

In the study, which was conducted in fiscal 2001 and 2002, a total of 380 plant community types were

identified. The result of the study was first applied to the input and output systems used for the plant survey

of the 2001 National Census on River Environments, and vegetation maps for all rivers in the country are

now generated using standardized legends. The study was concluded in fiscal 2002.

Key words : National Census on River Environments, plant survey, vegetation map, plant community com-

position survey, legend, standardization, plant community, plant community type, community

unit, basic classification
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1．はじめに
「植生図」とは、相観的、植物社会学的、その他の
方法で決定された群落名（凡例）を地図上に示したも
のである。河川における植生図は、河川水辺の国勢調
査の植物調査として継続的かつ統一的に調査が行われ
ていて、一級河川等の全国の主要河川で植生図が作成
されている。河川水辺の国勢調査は平成２年度から実
施し、各生物調査項目は５年ごとに実施され、植生図
も各河川で概ね５年ごとに２～３回作成されている。
これらの植生図（縮尺は１：２,５００～１：５,０００程度）

は、河川環境の整備と保全を検討するにあたって、河
川環境情報図の基図となるなど、河川環境の基礎的情
報として非常に重要なものとなっている。
かつての河川植生図の課題として、次の点が挙げら

れていた。即ち、凡例が相観および優占種によって決
められることとなっていたため、同じ群落と考えられ
るものでありながら河川ごとで異なる凡例名が与えら
れる場合があり、植生面積の変化や河川間の比較ある
いは全国的な植生面積等のデータ整理が実施しにくく
なっていた。
河川水辺の国勢調査では、平成１２年度から入出力シ

ステムによる各河川での現地データを電子登録するシ
ステムを導入したが、この中で全国河川の標準の「群
落マスター」（凡例一覧表）を搭載させる必要があり、
河川植生図の凡例統一は喫緊の課題であった。
以上の背景から、平成１３年度・１４年度に全国の一級
河川（直轄管理区間）における植生図の凡例の統一を
行った。この結果統一された凡例一覧表は入出力シス
テムに搭載し、全国の河川植生図は統一された凡例で
作成され、例えば全国的な群落面積等のデータ集計な
ども容易に行えることとなった。本稿はこの検討内容
について報告するものである。

2．河川植生図の課題
河川植生図の凡例が統一される以前の植生図は、「平
成９年度版 河川水辺の国勢調査マニュアル 河川版
（生物調査編）」等に基づいて実施されていたが、植生
図に関する課題としては次の点があげられる。
凡例となる群落名は相観（植物群落の外形的な様
相）や優占種によって区分することとしており、
調査者ごとにある程度任意に凡例が決められてき
た。
このことから、河川や年度によって調査者が異な
ると、同じ凡例にもかかわらず複数の名称が混在
する場合がある。
植生の分布状況等について、河川間の比較や同じ

河川でも経年的な比較、あるいは全国的なデータ
の集計がしにくくなっていた。

3．凡例名統一の経緯
河川植生図の凡例の全国的な統一は、平成１１年度調

査までは検討されなかった。平成１２年度では、新しい
電子システムによって入力段階からデータ管理ができ
る河川環境GIS システムを構築し、これにより河川
水辺の国勢調査で得られた調査データを取得してい
る。このうち、調査者がデータを登録するシステムが
入出力システムであるが、生物種名については最新の
生物種目録をシステムに搭載して種名の入力ミスを検
出する機能、全河川での入力データを標準化する機能
を備えた。
凡例名についても同様の機能を備えるため凡例一覧
表を搭載する必要があり、１２年度の段階では群落の名
称のみにより凡例一覧表を作成した。これはその時点
までに河川水辺の国勢調査植物調査で出現した群落を
すべて集め、群落名称を手掛かりとして同一と思われ
る群落をとりまとめる作業を行い、一覧表を作成した
ものである。この結果約２,０００に増加していた凡例を
４４５に集約した。ただし、この一覧表では名称の比較
のみを行い、組成（群落の構成種）の検討は実施しな
かったため、現地で確認した群落が一覧表のどの群落
にあてはまるかについて厳密な検討はできない状況で
あった。
このような背景から、平成１３年度・１４年度は本報告

で述べる組成に基づいた凡例の統一を行った。この結
果は公表され、平成１３年度・１４年度の河川水辺の国勢
調査の植物調査は新たに統一された凡例で各河川で植
生図が作成されている。
凡例の統一にあたっては、以下の表に示す河川植生
の専門家からなる群落検討会を設置して、ここで凡例
となる群落名を決定した。群落検討会は平成１４年度ま
でに１０回開催された。

表－1 群落検討会の構成（敬称略）

統一の検討は１０９の一級水系の１２３河川（直轄管理区
間）で実施したが、全体の作業量が膨大であるため、
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凡例統一の
実施時期

河川水辺の国勢調査
（植物調査）実施年度：河川数

平成１３年度 前半 平成１３年度：２７河川

後半 平成１１年度：２５河川

平成１４年度 前半 平成１４・１５年度：４２河川

後半 平成１２年度：２９河川

河川水辺の国勢調査の実施年度ごとの４回に分けて行
った。

表－2 凡例の検討時期工程

3．検討方法
凡例統一の検討の流れを図－１に示す。

図－1 植生図凡例統一検討の流れ

3－1 群落組成データの収集・整理
対象河川について、過去の河川水辺の国勢調査（植

物調査）の報告書を収集した。使用したデータは、植
生図の各凡例の代表的な地点で実施されていて、種名、
被度・群度を記録している植物群落組成調査票であ
る。これらを抽出して整理した。
使用した植物群落組成調査票の総地点数は１４,８９３地
点である。

3－2 群落の区分の検討
（１）組成表の作成
収集した群落組成データは、素表、常在度表、組成

表を順に作成して、群落区分の検討を行った。
素表
群落組成データは、よく似ている群落ごと（主とし
て基本分類ごと、表－５参照）にまとめて素表を作成
した。素表は横軸に調査地点、縦軸に種名を配置し、
被度・群度を表示した表である。
常在度表
素表の中で出現回数の多い種を順に並べ替えた常在
度表を作成した。
組成表
常在度表からよく似た出現の傾向を示す種群を見出
し、表の組み換え（行、列の入れ替え）を行って、群
落ごとに特徴的に出現する種群を抽出し、群落の区分
を行った。これらの種群は、群集標徴種または群落区
分種となる。

群落名（群集名）および群集標徴種は既存の植物社
会学的な群落体系によって決定されており、ここでは
原則として「改訂新版日本植生便覧」（宮脇昭・奥田
重俊・藤原陸夫、１９９４）に従った。これに記述されて
いないものは、群落区分種により群落名を決めた。
これらの群落の区分、群落名は群落検討会によって
決定された。この他、標徴種、区分種の妥当性あるい
は複数の群落への分離可能性、複数群落の統合可能性
等の検討を行った。
（２）河川を統合した群落区分の検討
以上のように決定した群落の組成表は常在度（河川
ごとの出現率）へ変換し、群落区分ごとに総合常在度
表にとりまとめ、さらに組成の比較・検討を行って、
群落を特定する種や地方性を示す種群を抽出し、対象
とするすべての河川に共通する共通凡例を決めた。

3－3 群落コード
本検討で決定した凡例は、水辺の国勢調査の入出力
システムに「群落マスター」として搭載されているが、
このとき、各凡例を識別する群落コードが必要になる。
群落コードは群落固有の番号（５桁）として、基本分
類番号（上２桁）と群落の通し番号（下３桁）を組み
合わせることとした。また、植生図では５桁の表示で
は煩雑となるため、桁数を減らす工夫を行って「群落
表示コード」を決めた。
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表－3 組成表の例（沈水植物群落）

注）横欄が地点、縦欄が種名を表示する。表中の数字は被度を示す。横欄は区分された群落ごとにまとめており、各群落に特徴
的に出現する種群はワクで囲んでいる。

群落区分コード（左）と群落表示コード（右）の関係の例
０１ ０１２ → ０１ １２ （イトクズモ群落）
１２ ００５ → １２ ５ （シロヤナギ群集）
２３ ０００ → ２３ （水田）
� � � �

�基本分類番号
�群落番号（通し番号）

�
�
�
�
�
�
�

�基本分類番号
�“０”を省略した群落番号

3－4 植物群落の特徴整理
上記で検討した各群落の特徴や区分上の留意点等の

特徴について整理を行った。特徴の整理は以下の視点
から行った。

優占種と種組成
標徴種・区分種等
構造（群落の高さや階層構造）
生育する環境
その他の特性等

以上の検討の結果、河川植生図の凡例は植物群落
３８０、土地利用区分１５、合計３９５に区分された。凡例一
覧表を表－６に示した。

区分 オオカナダモ群落＊ コカナダモ群落＊ ホザキノフサモ群落 エビモ群落 ササバモ群落
クロモ
群落

フ
サ
モ
群
落

マツモ群落

バ
イ
カ
モ
群
落

ホ
ッ
ス
モ
群
落

通し番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３８ ３９ ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６

地点番号
Ａ
０
０
１
２

Ａ
０
０
１
６

Ａ
０
０
１
８

Ａ
０
０
２
０

Ａ
０
０
２
１

Ａ
０
０
１
１

Ａ
０
０
１
９

Ａ
０
０
１
３

Ａ
０
０
１
４

Ａ
０
０
１
５

Ａ
０
０
１
７

Ａ
０
０
２
６

Ａ
０
０
２
５

Ａ
０
０
２
９

Ａ
０
０
３
１

Ａ
０
０
２
７

Ａ
０
０
２
８

Ａ
０
０
３
０

Ａ
０
０
３
９

Ａ
０
０
４
０

Ａ
０
０
４
１

Ａ
０
０
３
８

Ａ
０
０
３
７

Ａ
０
０
０
５

Ａ
０
０
１
０

Ａ
０
０
０
４

Ａ
０
０
０
１

Ａ
０
０
０
２

Ａ
０
０
０
６

Ａ
０
０
０
８

Ａ
０
０
０
３

Ａ
０
０
０
７

Ａ
０
０
０
９

Ａ
０
０
３
５

Ａ
０
０
３
２

Ａ
０
０
３
３

Ａ
０
０
３
４

Ａ
０
０
２
３

Ａ
０
０
２
４

Ａ
０
０
３
５

Ａ
０
０
４
５

Ａ
０
０
４
３

Ａ
０
０
４
４

Ａ
０
０
７
５

Ａ
０
０
４
６

Ａ
０
０
４
２

水系名
川
内
川

吉
野
川

揖
保
川

江
の
川

江
の
川

吉
野
川

遠
賀
川

緑
川

吉
野
川

吉
野
川

吉
野
川

九
頭
竜
川

揖
保
川

宮
川

揖
保
川

揖
保
川

揖
保
川

宮
川

九
頭
竜
川

九
頭
竜
川

遠
賀
川

遠
賀
川

嘉
瀬
川

姫
川

川
内
川

緑
川

吉
野
川

吉
野
川

九
頭
竜
川

江
の
川

吉
野
川

吉
野
川

江
の
川

鳴
瀬
川

吉
野
川

吉
野
川

遠
賀
川

吉
野
川

遠
賀
川

嘉
瀬
川

揖
保
川

吉
野
川

揖
保
川

揖
保
川

狩
野
川

嘉
瀬
川

距離（km） １１３.１２８.４３３.４５.５６３.４１１.５４５.１１６.２１７.８１７.８０２８.４０３１.１３.１６.１７.５３３.０３３.７７.４２５.７３１.０５４５.１０１４.０００.０３.０８８.８８２９.７１２.６１２.６０３０.９５１.０１３.６４２.２６７.２５.８０１１.６１１.６０３.４０１２.３４７ ８.６３.４１３.７３.１７.４０.８０本川

河川名
川
内
川

吉
野
川

揖
保
川

神
野
瀬
川

江
の
川

旧
吉
野
川

遠
賀
川

緑
川

吉
野
川

吉
野
川

吉
野
川

九
頭
竜
川

中
川

宮
川

揖
保
川

揖
保
川

揖
保
川

宮
川

九
頭
竜
川

九
頭
竜
川

遠
賀
川

犬
鳴
川

嘉
瀬
川

姫
川

川
内
川

緑
川

旧
吉
野
川

旧
吉
野
川

九
頭
竜
川

江
の
川

旧
吉
野
川

吉
野
川

江
の
川

吉
田
川

今
切
川

今
切
川

金
辺
川

旧
吉
野
川

遠
賀
川

嘉
瀬
川

中
川

旧
吉
野
川

中
川

揖
保
川

柿
田
川

嘉
瀬
川

草本層１高さ ０.６０ ０.１－０.５ １ ０.５ ０.０－０.２ ０.５０.３０.２０.３０.８０.５０.１ －１－０.１０.０１ ０.５ ０.０ －０.６ ０.１－０.８０.０ ０.０－１.５ 水深１ ０.４ ０.３０.５１.０－０.３
草本層１植被率 ９５ １００ ９０ ９０ １００ ７０ １００１００ ９０ ９０ １００ ７０ ８０ ９０ ９０ ９０ ８０ １００ ７０ ６０ ６０ ６０ ２０ １００ ９０ ７０ ８０ ９０ ６０ ８０ ９０ ６０ ８０ ６０ ８０ ７０ ６０ ７０ １００ ９５ ６０ ５０ ８０ ５０ １００
草本層２高さ
草本層２植被率
出現種数 １ １ １ １ １ １ ２ ３ ３ ４ ４ １ ２ ２ ２ ２ ３ ３ １ １ １ ３ ３ １ １ １ ２ ２ ３ ３ ４ ５ ２ １ ２ ２ ３ １ ３ １ ２ ２ ４ ４ ７ １

オオカナダモ ５ ５ ５ ５ ５ ４ ５ ５ ５ ５ ５ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ＋ ・ １ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コカナダモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ４ ５ ５ ５ ４ ５ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ３ ・
ホザキノフサモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ ４ ４ ４ １ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
エビモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ５ ５ ４ ４ ４ ５ ４ ４ ５ ４ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ササバモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ５ ４ ４ ４ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イバラモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
クロモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ４ ４ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・
フサモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
マツモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ４ ３ ３ ・ ・
ミシマバイカモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ ・
ヒンジモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
ホッスモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５

オオフサモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ＋ ・ ・
ボタンウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ４ ・ ・
ホテイアオイ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
セキショウモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミズハコベ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オランダガラシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・
アオウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
セリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・
ツルヨシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホソバミズヒキモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオカワヂシャ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ５ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミズタガラシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤナギタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
マコモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
フサモ属 sp．吉野川H１２	 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒルムシロ属 sp．揖保川H１２	 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ＋ ・ ・ ・ ・ ・
コウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・
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群落区分 オオカナダモ群落＊

コ
カ
ナ
ダ
モ
群
落
＊

ホ
ザ
キ
ノ
フ
サ
モ
群
落

エビモ群落

サ
サ
バ
モ
群
落

ク
ロ
モ
群
落

フ
サ
モ
群
落

マ
ツ
モ
群
落

バ
イ
カ
モ
群
落

ホ
ッ
ス
モ
群
落
（
新
）

河川名
揖
保
川

江
の
川

吉
野
川

遠
賀
川

緑
川
川
内
川

宮
川
揖
保
川

九
頭
竜
川

九
頭
竜
川

遠
賀
川

嘉
瀬
川

姫
川
九
頭
竜
川

江
の
川

吉
野
川

緑
川
川
内
川

鳴
瀬
川

吉
野
川

遠
賀
川

吉
野
川

遠
賀
川

嘉
瀬
川

揖
保
川

吉
野
川

狩
野
川

嘉
瀬
川

調査区域 １ ２ ５ １ １ １ ２ ４ １ ２ ２ １ １ １ ２ ４ １ １ １ ２ １ １ １ １ ３ １ １ １
平均出現種数 １ １ ３ ２ ３ １ ３ ２ １ １ ２ ３ １ ３ ３ ３ １ １ １ ２ ３ １ ３ １ ３ ２ ７ １

オオカナダモ １ ２ ５ １ １ １ ・ １ ・ ・ １ ・ ・ ・ ２ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
コカナダモ ・ ・ ・ １ ・ ・ ２ ４ １ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ １ ・
ホザキノフサモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ２ １ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
エビモ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ １ ・ １ １ ２ ４ １ １ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・
ササバモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ １ ２ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
イバラモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
クロモ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ １ １ １ ・ ・ １ ・ ・
フサモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ １ ・
マツモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ３ １ ・ ・
ミシマバイカモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・
ヒンジモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・
ホッスモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １
カワゴケソウ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

オオフサモ ・ ・ ２ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ホテイアオイ ・ ・ １ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
セキショウモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・
ミズハコベ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ボタンウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ ・ ・ ・
オランダガラシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・
アオウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・
ホソバミズヒキモ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒシ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ツルヨシ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ミズタガラシ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
オオカワヂシャ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヤナギタデ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
マコモ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
フサモ属 sp．吉野川H１２� ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
ヒルムシロ属 sp．揖保川H１２� ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・
コウキクサ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・ ・ ・
セリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・
ナガエミクリ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ・

注）横欄が河川名、縦欄が種名を表示する。表中の数字は各
河川での出現頻度を示す。各群落に特徴的に出現する種
群はワクで囲んでいる。

表－4 総合常在度表の例

（沈水植物群落）

4．課題について
4－1 未掲載群落について
河川敷では出水や人為的な改変等により新たな環境

がしばしば出現し、新たな群落が形成される場合もあ
ると考えられる。従って、各河川で実際に現地調査を
実施した場合、凡例一覧表に対応しない群落が見出さ
れる可能性がある。このような未掲載群落に対する対
応を整理しておく必要がある。
このため、新たな群落が見出された場合には、未掲

載群落として優占種等で名称を付けて、入出力システ
ムに入力するとともに、「平成９年度版河川水辺の国
勢調査マニュアル河川版（生物調査変）」に従って群
落組成調査を実施することとした。
これらの未掲載群落について群落組成の情報が収集

され、他の群落との比較を行って新たな群落であるか
あるいは他の群落の一部であるかの検討を行っていく
必要がある。

4－2 将来的な群落体系の見直しについて
本検討は、過去の河川水辺の国勢調査の群落組成調
査結果に基づいて実施したが、群落によっては群落組
成調査地点数が少なく十分な検討を行えないものもあ
った。従って、凡例一覧表を各河川で使用していく中
で新たな知見や未掲載群落の群落組成データの集積が
行われた段階で、全体的に群落区分を見直していく必
要があると考えられる。

5．おわりに
本稿では、河川植生図の凡例の統一について検討手
順と成果について紹介した。今後、良好な生物の生息・
生育環境の保全・復元、良好な景観の維持・形成、人
と河川との豊かな触れ合い活動の場の維持形成等を念
頭においた河川環境の整備と保全に向けて、本研究の
成果が基礎情報として活用されることが望まれる。
最後に本研究をすすめるにあたっては、学識者、国
土交通省河川局河川環境課の方々から貴重な意見を賜
りました。また、全国の地方整備局、北海道開発局な
どの関係者の方々から多大なるご支援とご協力を賜り
ました。この場をお借りして心より厚く御礼申し上げ
ます。

〈参考文献〉
１）宮脇昭編：日本の植生（１９８４）
２）宮脇昭・奥田重俊編著：日本植物群落図説（１９９０）
３）宮脇昭・奥田重俊・藤原陸夫編：改訂新版日本植
生便覧（１９９４）

４）沼田真編：生態学辞典増補改訂版（１９９１）
５）（財）リバーフロント整備センター：平成１３年度

河川水辺の国勢調査植物群落分類検討業務（２００２）
６）（財）リバーフロント整備センター：平成１４年度

河川水辺の国勢調査植物群落分類検討業務（２００３）
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表－5 群落の基本分類

分類 基本分類（基本分類番号） 基本分類の内容

河辺植生域 沈水植物群落（０１） 沈水植物が優占的に生育する領域

浮葉植物群落（０２） 浮葉植物が優占的に生育する領域

塩沼植物群落（０３） 塩沼地に特有な植物が優占的に生育する領域

砂丘植物群落（０４） 砂丘に特有な植物が優占的に生育する領域

１年生草本群落（０５） 広葉（双子葉植物）の１年生草本（あるいは２年生草本）が優占的に生育する（多
年生草本をほとんど含まない）領域

多年生広葉草原（０６） 双子葉植物の多年生草本が優占的に生育する領域

単子葉
草原

ヨシ群落（０７） ヨシが優占的に生育する領域

ツルヨシ群落（０８） ツルヨシが優占的に生育する領域

オギ群落（０９） オギが優占的に生育する領域

その他の単子葉草
原（１０）

単子葉草本（ヨシ、オギ、ツルヨシ以外）が優占的に生育する領域

ヤナギ低木林（１１） 調査時の樹高が約４m以下のヤナギ類が優占的に生育する領域

ヤナギ高木林（１２） 調査時の樹高が４m以上のヤナギ類が優占的に生育する領域

その他の低木林（１３） ヤナギ類以外の低木（調査時の樹高が４m以下）が優占的に生育する領域

落葉広葉樹林（１４） 落葉広葉樹（調査時の樹高が４m以上）が優占的に生育する領域

落葉針葉樹林（１５） 落葉針葉樹（調査時の樹高が４m以上）が優占的に生育する領域

常緑広葉樹林（１６） 常緑広葉樹（調査時の樹高が４m以上）が優占的に生育する領域

常緑針葉樹林（１７） 常緑針葉樹（調査時の樹高が４m以上）が優占的に生育する領域

造林地 植林地（竹林）（１８） タケ類が植栽されている領域

植林地（スギ・ヒノキ）（１９） スギ・ヒノキ類が植栽されている領域

植林地（その他）（２０） その他の樹木（アカマツ、クロマツなど）が植栽されている領域

耕作地 果樹園（２１） 果樹園として利用されている領域（クワ畑含む）

畑（２２） 「水田」「果樹園」に含まれない耕作地の領域

水田（２３） 水田として耕作されている領域

人工草地 人工草地（２４） 採草、火入れ、刈り取り等が行われている草地の領域（グラウンド、公園、ゴル
フ場などの芝地は除く）

施設地等 グラウンドなど（２５） グラウンド、公園、ゴルフ場などの施設が占有する領域（造成中の裸地含む）

人工構造物（２６） 人工的な構造物が占有する領域

自然裸地 自然裸地（２７） 植被で覆われていない領域（利用目的で裸地化された領域を除く）

水面 開放水面（２８） 沈水植物群落、浮葉植物群落、を除く水面
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表－６（１）凡例一覧表（注：＊は外来種が優占する植物群落）
分類 基本分

類番号 基本分類 群落
番号 群落名 群落区分

コード
群落表示
コード

河辺植生域 ０１ 沈水植物群落 ００１ オオカナダモ群落＊ ０１００１ ０１１

００２ コカナダモ群落＊ ０１００２ ０１２

００３ ホザキノフサモ群落 ０１００３ ０１３

００４ エビモ群落 ０１００４ ０１４

００５ ヤナギモ群落 ０１００５ ０１５

００６ ササバモ群落 ０１００６ ０１６

００７ クロモ群落 ０１００７ ０１７

００８ フサモ群落 ０１００８ ０１８

００９ ササエビモ群落 ０１００９ ０１９

０１０ マツモ群落 ０１０１０ ０１１０

０１１ セキショウモ群落 ０１０１１ ０１１１

０１２ イトクズモ群落 ０１０１２ ０１１２

０１３ イトモ群落 ０１０１３ ０１１３

０１４ キクモ群落 ０１０１４ ０１１４

０１５ ヒロハノエビモ群落 ０１０１５ ０１１５

０１６ コウガイモ群落 ０１０１７ ０１１７

０１７ バイカモ群落 ０１０１７ ０１１７

０１８ ホッスモ群落 ０１０１８ ０１１８

０１９ カワゴケソウ群集 ０１０１９ ０１１９

０２ 浮葉植物群落 ００１ コウホネ群落 ０２００１ ０２１

００２ ヒシ群落 ０２００２ ０２２

００３ ヒメビシ群落 ０２００３ ０２３

００４ ヒルムシロ群落 ０２００４ ０２４

００５ オオフサモ群落＊ ０２００５ ０２５

００６ ホテイアオイ群落＊ ０２００６ ０２６

００７ ホソバミズヒキモ群落 ０２００７ ０２７

００８ ガガブタ群落 ０２００８ ０２８

００９ アサザ群落 ０２００９ ０２９

０１０ オグラコウホネ群落 ０２０１０ ０２１０

０１１ ヒシモドキ群落 ０２０１１ ０２１１

０１２ オヒルムシロ群落 ０２０１２ ０２１２

０１３ ホソバヒルムシロ群落 ０２０１３ ０２１３

０１４ オニバス群落 ０２０１４ ０２１４

０１５ ヒメコウホネ群落 ０２０１５ ０２１５

０１６ フトヒルムシロ群落 ０２０１６ ０２１６

０３ 塩沼植物群落 ００１ コアマモ群集 ０３００１ ０３１

００２ カワツルモ群集 ０３００２ ０３２

００３ ツルヒキノカサ－ウミミドリ群集 ０３００３ ０３３

００４ シチメンソウ群落 ０３００４ ０３４

００５ アキノミチヤナギ－ホソバノハマアカザ群集 ０３００５ ０３５

００６ シバナ群集 ０３００６ ０３６

００７ ナガミノオニシバ群集 ０３００７ ０３７

００８ フクド群集 ０３００８ ０３８

００９ ウラギク群落 ０３００９ ０３９

０１０ ヒロハマツナ群落 ０３０１０ ０３１０

０１１ シオクグ群集 ０３０１１ ０３１１

０１２ アイアシ群集 ０３０１２ ０３１２

０１３ イセウキヤガラ群集 ０３０１３ ０３１３

０１４ ヒトモトススキ群集 ０３０１４ ０３１４

０１５ オオクグ群落 ０３０１５ ０３１５

０１６ シチトウ群落 ０３０１６ ０３１６

０１７ ハマボウ群集 ０３０１７ ０３１７

０１８ ハマヒエガエリ群落 ０３０１８ ０３１８

０１９ ウシオツメクサ群落＊ ０３０１９ ０３１９

０２０ ホソバノハマアカザ－ハママツナ群集 ０３０２０ ０３２０

０２１ ハマサジ群集 ０３０２１ ０３２１

０２２ イソヤマテンツキ群集 ０３０２２ ０３２２

０２３ エゾウキヤガラ群落 ０３０２３ ０３２３

０４ 砂丘植物群落 ００１ オカヒジキ群落 ０４００１ ０４１

００２ ハマハコベ群落 ０４００２ ０４２

００３ エゾノコウボウムギ群落 ０４００３ ０４３

００４ シロヨモギ群落 ０４００４ ０４４

００５ コウボウムギ群落 ０４００５ ０４５

００６ オニシバ群落 ０４００６ ０４６

００７ ハマヒルガオ群落 ０４００７ ０４７

００８ ハマエンドウ群落 ０４００８ ０４８

００９ コウボウシバ群落 ０４００９ ０４９

０１０ ハマゴウ群落 ０４０１０ ０４１０

０１１ ハマナス群落 ０４０１１ ０４１１

０１２ ハイネズ群集 ０４０１２ ０４１２

０１３ マルバアカザ群落 ０４０１３ ０４１３

０１４ ハマニンニク群落 ０４０１４ ０４１４

０１５ ケカモノハシ群落 ０４０１５ ０４１５

０１６ イソスミレ群落 ０４０１６ ０４１６

０１７ イソホウキギ群落 ０４０１７ ０４１７

０１８ ツルナ群落 ０４０１８ ０４１８

０１９ イヌイ群落 ０４０１９ ０４１９

０２０ ハマベンケイソウ群落 ０４０２０ ０４２０

０５ １年生草本群落 ００１ ミズアオイ群落 ０５００１ ０５１

００２ タマガヤツリ群落 ０５００２ ０５２

００３ カンエンガヤツリ群落 ０５００３ ０５３

００４ シロガヤツリ群落 ０５００４ ０５４

００５ ホシクサ－マツバイ群落 ０５００５ ０５５

００６ コケオトギリ－ヒメヒラテンツキ群落 ０５００６ ０５６

００７ タカサブロウ群落 ０５００７ ０５７

００８ ミゾソバ群落 ０５００８ ０５８

００９ ヤナギタデ群落 ０５００９ ０５９

０１０ オオイヌタデ－オオクサキビ群落 ０５０１０ ０５１０

０１１ オナモミ群落 ０５０１１ ０５１１

０１２ オオオナモミ群落＊ ０５０１２ ０５１２

０１３ コセンダングサ群落＊ ０５０１３ ０５１３

０１４ ヒメシバ－エノコログサ群落 ０５０１４ ０５１４

０１５ ヒメムカシヨモギ－オオアレチノギク群落＊ ０５０１５ ０５１５

０１６ オオブタクサ群落＊ ０５０１６ ０５１６

０１７ ヤブジラミ群落 ０５０１７ ０５１７

０１８ クソニンジン群落＊ ０５０１８ ０５１８

０１９ カワラニンジン群落 ０５０１９ ０５１９

０２０ シロバナシナガワハギ群落＊ ０５０２０ ０５２０

０２１ メリケンムグラ群落＊ ０５０２１ ０５２１

０２２ メマツヨイグサ－マルバヤハズソウ群落＊ ０５０２２ ０５２２

分類 基本分
類番号 基本分類 群落

番号 群落名 群落区分
コード

群落表示
コード

０５ １年生草本群落 ０２３ オヒシバ－アキメヒシバ群集 ０５０２３ ０５２３

０２４ アレチウリ群落＊ ０５０２４ ０５２４

０２５ カナムグラ群落 ０５０２５ ０５２５

０２６ ツルマメ群落 ０５０２６ ０５２６

０２７ ヤブマメ群落 ０５０２７ ０５２７

０２８ ゴキヅル群落 ０５０２８ ０５２８

０２９ ミゾコウジュ群落 ０５０２９ ０５２９

０３０ オオフタバムグラ群落＊ ０５０３０ ０５３０

０３１ カワラアカザ群落 ０５０３１ ０５３１

０３２ コメツブツメクサ群落＊ ０５０３２ ０５３２

０３３ ヒメコバンソウ－ナギナタガヤ群落＊ ０５０３３ ０５３３

０３４ セイヨウカラシナ群落＊ ０５０３４ ０５３４

０３５ ケアリタソウ群落＊ ０５０３５ ０５３５

０３６ ホシアサガオ群落＊ ０５０３６ ０５３６

０３７ ヒメクグ群落 ０５０３７ ０５３７

０３８ ウリカワ－コナギ群集 ０５０３８ ０５３８

０３９ アゼトウガラシ群集 ０５０３９ ０５３９

０６ 多年生広葉草本群落 ００１ オニシモツケ群落 ０６００１ ０６１

００２ オオヨモギ－オオイタドリ群落 ０６００２ ０６２

００３ カワラヨモギ－カワラハハコ群落 ０６００３ ０６３

００４ ヨモギ－メドハギ群落 ０６００４ ０６４

００５ イタドリ群落 ０６００５ ０６５

００６ カラムシ群落 ０６００６ ０６６

００７ アレチハナガサ群落＊ ０６００７ ０６７

００８ セイタカアワダチソウ群落＊ ０６００８ ０６８

００９ クサソテツ群落 ０６００９ ０６９

０１０ ヤブガラシ群落 ０６０１０ ０６１０

０１１ ムラサキウマゴヤシ群落＊ ０６０１１ ０６１１

０１２ ギシギシ群落 ０６０１２ ０６１２

０１３ タコノアシ群落 ０６０１３ ０６１３

０１４ カゼクサ－オオバコ群集 ０６０１４ ０６１４

０１５ オオハンゴンソウ群落 ０６０１５ ０６１５

０１６ ヤブマオ群落 ０６０１６ ０６１６

０１７ オオアワダチソウ群落＊ ０６０１７ ０６１７

０１８ ヤナギラン群落 ０６０１８ ０６１８

０１９ クソズ群落 ０６０１９ ０６１９

０２０ イヌキクイモ－キクイモ群落＊ ０６０２０ ０６２０

０２１ オランダガラシ群落＊ ０６０２１ ０６２１

０２２ メノマンネングサ群落 ０６０２２ ０６２２

０２３ オトコヨモギ群落 ０６０２３ ０６２３

０２４ キダチコンギク群落＊ ０６０２４ ０６２４

０２５ ツメレンゲ群落 ０６０２５ ０６２５

０２６ キショウブ群落＊ ０６０２６ ０６２６

０２７ リュウキンカ群落 ０６０２７ ０６２７

０２８ アワモリショウマ群落 ０６０２８ ０６２８

０２９ ヒュウガギボウシ－イワタバコ群落 ０６０２９ ０６２９

０３０ オオイワヒトデ群落 ０６０３０ ０６３０

０３１ イワギボウシ群落 ０６０３１ ０６３１

０３２ イワヒバ群落 ０６０３２ ０６３２

０３３ ダイモンジソウ群落 ０６０３３ ０６３３

０３４ コンロンソウ群落 ０６０３４ ０６３４

０３５ ホソバイラクサ群落 ０６０３５ ０６３５

０３６ シャク群落 ０６０３６ ０６３６

０３７ クワレシダ群落 ０６０３７ ０６３７

０３８ タニガワコンギク群落 ０６０３８ ０６３８

０３９ コモウセンゴケ群落 ０６０３９ ０６３９

０７ 単子葉草本群落 ００１ ヨシ群落 ０７００１ ０７１

００２ イワノガリヤス－ヨシ群集 ０７００２ ０７２

００３ セイヨウタカヨシ群落 ０７００３ ０７３

０８ 単子葉草本群落（ツルヨシ群落） ００１ ツルヨシ群集 ０８００１ ０８１

０９ 単子葉草本群落（オギ群落） ００１ オギ群落 ０９００１ ０９１

１０ 単子葉草本群落
（その他の単子葉草本群落）

００１ ウキヤガラ－マコモ群集 １０００１ １０１

００２ サンカクイ－コガマ群集 １０００２ １０２

００３ カンガレイ群落 １０００３ １０３

００４ ヒメガマ群落 １０００４ １０４

００５ ガマ群落 １０００５ １０５

００６ フトイ群落 １０００６ １０６

００７ ミクリ群落 １０００７ １０７

００８ ナガエミクリ群落 １０００８ １０８

００９ エゾオオヤマハコベ－クサヨシ群落 １０００９ １０９

０１０ セリ－クサヨシ群集 １００１０ １０１０

０１１ アシカキ群落 １００１１ １０１１

０１２ ヒライ－カモノハシ群集 １００１２ １０１２

０１３ カモノハシ群落 １００１３ １０１３

０１４ チゴザサ－アゼスゲ群集 １００１４ １０１４

０１５ オニナルコスゲ群落 １００１５ １０１５

０１６ アカンカサスゲ群落 １００１６ １０１６

０１７ アキカサスゲ群落 １００１７ １０１７

０１８ カサスゲ群落 １００１８ １０１８

０１９ ダンチク群落 １００１９ １０１９

０２０ キシュウスズメノヒエ群落＊ １００２０ １０２０

０２１ イ群落 １００２１ １０２１

０２２ ヤマアワ群落 １００２２ １０２２

０２３ ウラハグサ群落 １００２３ １０２３

０２４ イタチガヤ群落 １００２４ １０２４

０２５ ホッスガヤ群落 １００２５ １０２５

０２６ ウシノシッペイ群落 １００２６ １０２６

０２７ コバノウシノシッペイ群落 １００２７ １０２７

０２８ セイバンモロコシ群落＊ １００２８ １０２８

０２９ メリケンカルカヤ群落＊ １００２９ １０２９

０３０ スズメノヒエ群落 １００３０ １０３０

０３１ タチスズメノヒエ群落＊ １００３１ １０３１

０３２ シマスズメノヒエ群落＊ １００３２ １０３２

０３３ カモガヤ－オオアワガエリ群落＊ １００３３ １０３３

０３４ ネズミムギ群落＊ １００３４ １０３４

０３５ イヌムギ群落＊ １００３５ １０３５

０３６ ホソムギ群落＊ １００３６ １０３６

０３７ オニウシノケグサ群落＊ １００３７ １０３７

０３８ シナダレスズメガヤ群落＊ １００３８ １０３８

０３９ シバ群落＊ １００３９ １０３９
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表－6（２）凡例一覧表（注：＊は外来種が優占する植物群落）
分類 基本分

類番号 基本分類 群落
番号 群落名 群落区分

コード
群落表示
コード

１０ 単子葉草本群落
（その他の単子葉草本群落）

０４０ ノハナショウブ－ススキ群集 １００４０ １０４０

０４１ ススキ群落 １００４１ １０４１

０４２ チガヤ群落 １００４２ １０４２

０４３ ヒメミクリ群落 １００４３ １０４３

０４４ ヤマトミクリ群落 １００４４ １０４４

０４５ ヌマハイリ群落 １００４５ １０４５

０４６ ハイキビ群落 １００４６ １０４６

０４７ オオカサスゲ群落 １００４７ １０４７

０４８ ビロードスゲ群落 １００４８ １０４８

０４９ アメリカスズメノヒエ群落＊ １００４９ １０４９

０５０ トキワススキ群落 １００５０ １０５０

０５１ タヌキラン群落 １００５１ １０５１

０５２ ヒメレンゲ－ナルコスゲ群落 １００５２ １０５２

０５３ セキショウ群落 １００５３ １０５３

０５４ フサナキリスゲ群落 １００５４ １０５４

０５５ エゾノサヤヌカグサ群落 １００５５ １０５５

０５６ ヤラメスゲ群集 １００５６ １０５６

０５７ ヤマアゼスゲ群落 １００５７ １０５７

０５８ ウスイロスゲ群落 １００５８ １０５８

０５９ ワセオバナ群落 １００５９ １０５９

０６０ ジュズダマ群落 １００６０ １０６０

０６１ オオフトイ群落＊ １００６１ １０６１

０６２ クロアブラガヤ－ツルアブラガヤ群落 １００６２ １０６２

０６３ ヤマイ群落 １００６６ １０６３

０６４ シュロガヤツリ群落＊ １００６７ １０６４

０６５ ハマスゲ群落 １００６８ １０６５

１１ ヤナギ低木林 ００１ イヌコリヤナギ群集 １１００１ １１１

００２ ネコヤナギ群集 １１００２ １１２

００３ コリヤナギ群落 １１００３ １１３

１２ ヤナギ高木林 ００１ オオバヤナギ－ドロノキ群集 １２００１ １２１

００２ オオバヤナギ－ドロノキ群集（低木林） １２００２ １２２

００３ エゾノキヌヤナギ－オノエヤナギ群集 １２００３ １２３

００４ エゾノキヌヤナギ－オノエヤナギ群集（低木林） １２００４ １２４

００５ タチヤナギ群集 １２００５ １２５

００６ タテヤナギ群集（低木林） １２００６ １２６

００７ ジャヤナギ－アカメヤナギ群集 １２００７ １２７

００８ ジャヤナギ－アカメヤナギ群集（低木林） １２００８ １２８

００９ シロヤナギ群集 １２００９ １２９

０１０ シロヤナギ群集（低木林） １２０１０ １２１０

０１１ コゴメヤナギ群集 １２０１１ １２１１

０１２ コゴメヤナギ群集（低木林） １２０１２ １２１２

０１３ エゾノカワヤナギ群落 １２０１３ １２１３

０１４ エゾノカワヤナギ群落（低木林） １２０１４ １２１４

０１５ オノエヤナギ群落 １２０１５ １２１５

０１６ オノエヤナギ群落（低木林） １２０１６ １２１６

０１７ カワヤナギ群落 １２０１７ １２１７

０１８ カワヤナギ群落（低木林） １２０１８ １２１８

０１９ オオタチヤナギ群落 １２０１９ １２１９

０２０ オオタチヤナギ群落（低木林） １２０２０ １２２０

０２１ ヤマナラシ群落 １２０２１ １２２１

０２２ ヤマナラシ群落（低木林） １２０２２ １２２２

０２３ ケショウヤナギ群落 １２０２３ １２２３

０２４ ケショウヤナギ群落（低木林） １２０２４ １２２４

０２５ ヨシノヤナギ群落 １２０２５ １２２５

０２６ ヨシノヤナギ群落（低木林） １２０２６ １２２６

０２７ エゾノバッコヤナギ群落 １２０２７ １２２７

０２８ エゾノバッコヤナギ群落（低木林） １２０２８ １２２８

０２９ コウライヤナギ群落 １２０２９ １２２９

０３０ コウライヤナギ群落（低木林） １２０３０ １２３０

１３ その他の低木林 ００１ ホザキシモツケ群落 １３００１ １３１

００２ ヤチヤナギ群落 １３００２ １３２

００３ サツキ群落 １３００３ １３３

００４ ユキヤナギ群落 １３００４ １３４

００５ アキグミ群落 １３００５ １３５

００６ クコ群落 １３００６ １３６

００７ クロバナエンジュ群落＊ １３００７ １３７

－ ヤマグワ群落 － －

００９ メダケ群集 １３００９ １３９

０１０ クマイザサ群落 １３０１０ １３１０

０１１ アズマザサ群落 １３０１１ １３１１

０１２ アズマネザサ群落 １３０１２ １３１２

０１３ ネザサ群落 １３０１３ １３１３

０１４ オカメザサ群落 １３０１４ １３１４

０１５ クズ群落 １３０１５ １３１５

０１６ ノイバラ群落 １３０１６ １３１６

０１７ テリハイノバラ群落 １３０１７ １３１７

０１８ チマキザサ群落 １３０１８ １３１８

０１９ ドクウツギ群落 １３０１９ １３１９

０２０ ツクシイバラ群落 １３０２０ １３２０

０２１ ミヤマカワラハンノキ群落 １３０２１ １３２１

０２２ ヒメヤシャブシ群落 １３０２２ １３２２

０２３ ニワトコ群落 １３０２３ １３２３

０２４ ウツギ群落 １３０２４ １３２４

０２５ ハドノキ群落 １３０２５ １３２５

０２６ タニワタリノキ群落 １３０２６ １３２６

０２７ スズタケ群落 １３０２７ １３２７

０２８ クリオザサ群落 １３０２８ １３２８

０２９ フジ群落 １３０２９ １３２９

０３０ ヤマハギ群落 １３０３０ １３３０

０３１ キンシツツジ群落 １３０３１ １３３１

０３２ イブキシモツケ群落 １３０３２ １３３２

０３３ ミヤコザサ群落 １３０３３ １３３３

０３４ ホザキナナカマド群落 １３０３４ １３３４

１４ 落葉広葉樹林 ００１ エゾノヨロイグサ－カシワ群集 １４００１ １４１

００２ エゾノヨロイグサ－カシワ群集（低木林） １４００２ １４２

００３ オヒョウ－カツラ群集 １４００３ １４３

００４ オヒョウ－カツラ群集（低木林） １４００４ １４４

００５ ヤチダモ－ハルニレ群集 １４００５ １４５

００６ ヤチダモ－ハルニレ群集（低木林） １４００６ １４６

００７ サワグルミ群落 １４００７ １４７

分類 基本分
類番号 基本分類 群落

番号 群落名 群落区分
コード

群落表示
コード

１４ 落葉広葉樹林 ００８ サワグルミ群落（低木林） １４００８ １４８

００９ ケヤキ群落 １４００９ １４９

０１０ ケヤキ群落（低木林） １４０１０ １４１０

０１１ ミズナラ群落 １４０１１ １４１１

０１２ ミズナラ群落（低木林） １４０１２ １４１２

０１３ コナラ群落 １４０１３ １４１３

０１４ コナラ群落（低木林） １４０１４ １４１４

０１５ アベマキ群落 １４０１５ １４１５

０１６ アベマキ群落（低木林） １４０１６ １４１６

０１７ クヌギ群落 １４０１７ １４１７

０１８ クヌギ群落（低木林） １４０１８ １４１８

０１９ ナガバツメクサ－ハンノキ群落 １４０１９ １４１９

０２０ ナガバツメクサ－ハンノキ群落（低木林） １４０２０ １４２０

０２１ ハンノキ群落 １４０２１ １４２１

０２２ ハンノキ群落（低木林） １４０２２ １４２２

０２３ アキニレ群落 １４０２３ １４２３

０２４ アキニレ群落（低木林） １４０２４ １４２４

０２５ カワラハンノキ群落 １４０２５ １４２５

０２６ カワラハンノキ群落（低木林） １４０２６ １４２６

０２７ ヤシャブシ群落 １４０２７ １４２７

０２８ ヤシャブシ群落（低木林） １４０２８ １４２８

０２９ ヌルデ－アカメガシワ群落 １４０２９ １４２９

０３０ ヌルデ－アカメガシワ群落（低木林） １４０３０ １４３０

０３１ ヤマグワ群落 １４０３１ １４３１

０３２ ヤマグワ群落（低木林） １４０３２ １４３２

０３３ オニグルミ群落 １４０３３ １４３３

０３４ オニグルミ群落（低木林） １４０３４ １４３４

０３５ ムクノキ－エノキ群集 １４０３５ １４３５

０３６ ムクノキ－エノキ群集（低木林） １４０３６ １４３６

０３７ シラカンバ群落 １４０３７ １４３７

０３８ シラカンバ群落（低木林） １４０３８ １４３８

０３９ フサザクラ群落 １４０３９ １４３９

０４０ フサザクラ群落（低木林） １４０４０ １４４０

０４１ ケヤマハンノキ群落 １４０４１ １４４１

０４２ ケヤマハンノキ群落（低木林） １４０４２ １４４２

０４３ カラコギカエデ群落 １４０４３ １４４３

０４４ カラコギカエデ群落（低木林） １４０４４ １４４４

０４５ ナラガシワ群落 １４０４５ １４４５

０４６ ナラガシワ群落（低木林） １４０４６ １４４６

１５ 落葉針葉樹林 － － － －
１６ 常緑広葉樹林 ００１ マサキ－トベラ群集 １６００１ １６１

００２ アラカシ群落 １６００２ １６２

００３ アラカシ群落（低木林） １６００３ １６３

００４ シラカシ群落 １６００４ １６４

００５ シラカシ群落（低木林） １６００５ １６５

００６ スダジイ群落 １６００６ １６６

００７ スダジイ群落（低木林） １６００７ １６７

００８ ツブラジイ群落 １６００８ １６８

００９ ツブラジイ群落（低木林） １６００９ １６９

０１０ タブノキ群落 １６０１０ １６１０

０１１ タブノキ群落（低木林） １６０１１ １６１１

０１２ ウバメガシ群落 １６０１２ １６１２

１７ 常緑針葉樹林 ００１ クロマツ群落 １７００１ １７１

００２ クロマツ群落（低木林） １７００２ １７２

００３ アカマツ群落 １７００３ １７３

００４ アカマツ群落（低木林） １７００４ １７４

００１ モウソウチク植林 １８００１ １８１造林地 １８ 植林地（竹林）
００２ マダケ植林 １８００２ １８２

００３ ナリヒラダケ植林 １８００３ １８３

００４ ホウライチク植林 １８００４ １８４

００５ ホテイチク植林 １８００５ １８５

００６ ハチク植林 １８００６ １８６

００７ ヤダケ植林 １８００７ １８７

００８ ヤシャダケ群落 １８００８ １８８

１９ 植林地（スギ・ヒノキ） ００１ スギ・ヒノキ植林 １９００１ １９１

２０ 植林地（その他） ００１ カラマツ植林 ２０００１ ２０１

００２ アカトドマツ植林 ２０００２ ２０２

００３ オオバヤシャブシ植林 ２０００３ ２０３

００４ シダレヤナギ植林＊ ２０００４ ２０４

００５ クスノキ植林 ２０００５ ２０５

００６ センダン群落＊ ２０００６ ２０６

００７ ナンキンハゼ群落＊ ２０００７ ２０７

００８ シンジュ群落＊ ２０００８ ２０８

００９ ハリエンジュ群落＊ ２０００９ ２０９

０１０ 植栽樹林群 ２００１０ ２０１０

０１１ チャンチン植林＊ ２００１１ ２０１１

０１２ クロマツ植林 ２００１２ ２０１２

０１３ アカマツ植林 ２００１３ ２０１３

０１４ ネコヤナギ植林 ２００１４ ２０１４

０１５ キリ植林＊ ２００１５ ２０１５

０１６ キササゲ群落＊ ２００１６ ２０１６

０１７ シナサワグルミ植林＊ ２００１７ ２０１７

耕作地 ２１ 果樹園 ００１ クワ畑 ２１００１ ２１１

００２ 果樹園 ２１００２ ２１２

００３ 樹園地 ２１００３ ２１３

２２ 畑 ００１ 茶畑 ２２００１ ２２１

００２ 畑地（畑地雑草群落） ２２００２ ２２２

２３ 水田 ０００ 水田 ２３０００ ２３

人工草地 ２４ 人工草地 ０００ 人工草地 ２４０００ ２４

施設地等 ２５ グラウンドなど ００１ 公園・グラウンド ２５００１ ２５１

００２ ゴルフ場 ２５００２ ２５２

００３ 人工裸地 ２５００３ ２５３

２６ 人工構造物 ００１ 構造物 ２６００１ ２６１

００２ コンクリート構造物 ２６００２ ２６２

００３ 道路 ２６００３ ２６３

自然裸地 ２７ 自然裸地 ０００ 自然裸地 ２７０００ ２７

水面 ２８ 開放水面 ０００ 開放水面 ２８０００ ２８
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